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＜患者様連絡事項＞

・畑中　徹様～10月29日(日)外出予定となっています。当日、外出についたスタッフは薬の確認をお願いします。

· 中村　富夫様～本日、家族の受け入れも整ったことから、１５時、退院となります。

· 玉井　クニ子様～顔をこする常同行為が頻回で、左顔面に発赤・腫脹みられている。主　

　　治医診察にて、抗生剤が１週間処方となっています。常同行為については、本人の理解は得られないため、スタッフの観察が重要となり、その都度介入が必要となります。常同行為、創部の観察をしてください。

＜料理教室について＞

・リハビリテーションﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの一環として、１１/１から６回に分けて実施します。東病棟の対象者は、東海林様、田中（静）様となります。場所は北病棟のホールとなります。対象病棟は北・西・東で、順番も北・西・東の順で実施。担当スタッフ及びリーダーは看護以外のスタッフが行う。記録はリハプロの記録用紙に記載。実施後のアンケート調査を１回目と６回目に行う予定です。刃物やガスを使用する為、事故防止のためにも、患者様の観察が重要となります。又、開放病棟で行うが、閉鎖病棟の患者様も実施の対象となる為、離院の注意も必要となる。誘導時の人数確認にも注意してくさだい。

＜要注目患者様について＞

・倉舘　昌雄様～本日、5時、突然興奮し女性スタッフに対して一方的に不満を話すことや、他者への粗暴行為、興奮あり、主治医指示にて、終日隔離の指示あり、隔離開始。入室後も壁を壊す、破損行為みられている。今朝、興奮・破損行為について、確認するも否定し、スタッフへの逆恨み、脅迫的な発言聞かれている。本日、主治医診察にて、抗精神薬が追加処方となり、診察時の興奮がないこと、夜間の睡眠が不安定であることから、夜間時間隔離と指示を受けています。

　　　　　　　　看護として、自己中心的な、要求が通らないことでの興奮・粗暴行為があり、出来ること、出来ないことを、はっきりと伝え、病棟内のルールはきちんと守ることを説明して下さい。また、入院後、不眠の連続であるため、隔離中の睡眠状態と生活のリズムを整える援助も必要になります。

· 古川　文博様～睡眠の不安定さあり、主治医診察にて、睡眠薬の処方変更となっていま　

　　　　　　　す。また、先日、病棟内での、携帯電話の使用についても注意、指導している。本人からは、外出の希望聞かれるが、他科受診以外の外出は不可と本人に説明あり。説明に対する、了解は示しているが、スタッフをかえて、自己中心的な要求があることも予想されます。主治医からの説明を守ることを伝え、集団生活の場であり、ルールを守る事を説明して下さい。家族にも、携帯について、注意が必要です。面会時、家族へ伝えてください。面会は、１階のセルリアン使用の許可が主治医から出ています。

・佐々木　尚子様～他者から嗜好品をねだることや、自室のチェスト内に大量の菓子が発見されている。治療的介入に対して、「お菓子が食べたい、治療する気はない」「Aには行きたくない」と自分の行動についての内省はなく、自己中心的な発言あり。主治医へ情報提供し、様子観察としています。リハプロでは他室に入り、菓子を盗む行為もあり、長期欠席となっているが、OTは継続。今後、他病棟の患者様とOTの時間を利用して、菓子をもらう行動も考えられる為、問題行動の管理、治療的介入の為、OT終了後のボディチェックと、自室のチェスト、床頭台のチェック（ランダム）をすることとします。本人には伝えている。OT誘導スタッフは忘れずにチェックしてください。自室については、担当者と日時を確認していきます。

＜作業療法報告検討＞

・磯島　貴広様～昨日から新規導入。周囲と離れている事が多く、「周りと話すと自分が

　　　もっとおかしくなる。」「はやく退院したい」と話す。昨日はマンツーマ

ンでポンポン作りを実施。本人には遂行能力を高めることを説明した。看護サイドからは、病識なく退院出来ない事からの焦燥感から、離院の可能性があること、現段階ではOTスタッフへ質問や話す事が出来ているが、話さなくなることや、表情の硬さが見られると、ストレスを感じているサインであることを伝えた。本人にはリハビリであること、治療の一環でることを説明していく必要がある。

・田中　静子様～今週から新規導入。「前の入院からそんなに経っていなくて、周りの人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

と顔を合わせるのが都合悪いから早く病棟に戻りたい」と話されている。

オリエンテーション時の説明に対してはきちんと理解出来ている様子。本人には気分転換の為、作業の遂行能力、維持向上の為だという事を説明しています。

・佐々木　尚子様～OTには興味がなく、ほとんど本を読んで過ごしているが、具合が

悪いと言って早退する事が多い。

また、自室のチェスト内に大量のお菓子が発見されている事があり、今後OTの時間を利用して、他病棟の患者様からお菓子を貰う行動も考えられる為、移動時の観察が必要。OTについたスタッフはOT終了後、ボディーチェックをする。本人はストレスが溜まると自傷行為をする可能性がある為、誘導時の行動など要観察。













